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　はじめに

ツバメウオ属魚類 Plataxは日本国内からミカ

ヅキツバメウオ Platax boersii Bleeker, 1853，ナン

ヨウツバメウオ Platax orbicularis (Forsskål, 1775)，

アカククリ Platax pinnatus (Linnaeus, 1758)，およ

びツバメウオ Platax teira (Forsskål, 1775)の 4種

が報告されており（岸本ほか，1988；林・萩原，

2013），鹿児島県内においては全種が標本に基づ

き確認されている（西，2014; Motomura, 2017；

木村ほか，2017；岩坪，2017；小枝，2018; Nakae 

et al., 2018；栗岩，2018）．本属魚類の多くは沖縄

県において食用となるほか（岸本，1997），幼魚

は成魚と大きく形態が異なることでも知られる．

アカククリの幼魚の体は黒色を呈し，外縁が鮮橙

色に縁取られることから有毒のヒラムシ類やウミ

ウシ類に，ナンヨウツバメウオの幼魚は体が一様

に茶色を呈することから，枯葉にそれぞれ擬態す

ると考えられている（河野，1982；岸本，1997；

吉野，2008；西，2014；波戸岡，2018）．幼魚の

変わった外見や，多くの種がひじょうに人に慣れ

やすく，飼育しやすいことから観賞魚として扱わ

れる種も多い（岸本，1997；小枝，2018；公益財

団法人鹿児島市水族館公社，2018）．

一方，ミカヅキツバメウオは神経質で人に慣

れにくく，擬態の有無も不明であり，生態等に不

明な点の多い種として知られる（岸本，1997; 

Heemstra, 2001）．本種の日本国内における報告例

は少なく，鹿児島県内における記録も大隅諸島か

らのものに限られていた（鏑木，2016; Motomura 

and Harazaki, 2017；木村ほか，2017）．2018年 9

月 11日，大隅半島東岸に位置する内之浦湾にお

いて，1個体のミカヅキツバメウオが採集された．

本標本は本種の九州沿岸における初めての記録と

なるため，ここに報告する．

　材料と方法

計数・計測方法は岸本ほか（1988）にしたがっ

た．標準体長は体長と表記し，体各部の計測はノ

ギスを用いて 0.1 mmまでおこなった．ミカヅキ

ツバメウオの生鮮時の体色の記載は，固定前に撮

影された内之浦湾産標本（KAUM–I. 120205）の

カラー写真に基づく．標本の作製，登録，撮影，

および固定方法は本村（2009）に準拠した．本報

告に用いた標本は，鹿児島大学総合研究博物館に

保管されており，上記の生鮮時の写真は同館の

データベースに登録されている．本報告中で用い

られている研究機関略号は以下の通り：BSKU（高

知大学理学部海洋生物学教室）；KAUM（鹿児島

大学総合研究博物館）；NSMT（国立科学博物館）．

　結果と考察

Platax boersii Bleeker, 1853

ミカヅキツバメウオ　（Fig. 1）

標本　KAUM–I. 120205, 体長 270.8 mm，全長

330.0 mm，鹿児島県肝属郡肝付町内之浦湾

（31°17′N, 131°05′E），水深 35 m，2018年 9月 11日，

九州沿岸初記録のマンジュウダイ科魚類
ミカヅキツバメウオの記録
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定置網，畑　晴陵・川間公達・中村潤平．

記載　胸鰭軟条数 17；腹鰭棘数 1；腹鰭軟条

数 5；側線有孔鱗数 51．

体各部の体長に対する割合（%）：頭長 29.7；

吻長 12.7；眼窩径 7.5；眼隔域幅 15.0；最大体高

92.1；最大体幅 19.9；尾柄長 10.4；尾柄高 15.4；

上顎長 9.9；胸鰭長 22.2；腹鰭棘長 23.2；腹鰭長

39.8；眼後長 10.9；眼下骨幅 6.9；尾鰭長 20.5．

体は強く側扁し，円盤状を呈する．吻端から

眼の直上にかけての頭部背縁は体軸に対してほぼ

垂直に近く，眼隔域は前方に膨出する．体背縁は

眼の直上から背鰭基底後端にかけて，背鰭起部を

頂点とした上に凸の弧を描く．体腹縁は下顎先端

から腹鰭基底先端直下付近にかけて急激に下降

し，そこから肛門にかけて緩やかに下降する．臀

鰭起部から臀鰭基底後端にかけての体腹縁は急激

に上昇する．尾柄部は体背縁，体腹縁ともに体軸

とほぼ平行．腹鰭基底先端は前鰓蓋骨後縁よりも

Fig. 1. Fresh specimen of Platax boersii, Uchinoura Bay, Kagoshima Prefecture, Japan (KAUM–I. 120205, 270.8 mm standard length).



RESEARCH ARTICLES Nature of Kagoshima Vol. 45

75

わずかに後方，腹鰭基底後端は胸鰭基底上端より

も後方にそれぞれ位置する．腹鰭は伸長するが，

たたんだ腹鰭の後端はわずかに肛門に達しない．

胸鰭基底上端は鰓蓋後端よりも前方，吻端よりも

下方に位置する．胸鰭基底下端は腹鰭基底後端よ

りもわずかに後方に位置する．胸鰭上縁は直線状

を呈し，後縁は丸みを帯びる．胸鰭後端は肛門直

上に達しない．背鰭と臀鰭は基底部が幅広く被鱗

し，棘部と軟条部間に欠刻はない．両鰭の棘は後

部のものほど長くなり，大部分が皮下に埋没する．

尾鰭は二重湾入形に近い形状を呈し，後縁中央部

は後方に膨出する．尾鰭の上下両縁は直線状に近

い形状を呈し，両葉後端は尖る．眼と瞳孔はいず

れも正円形．鼻孔は 2対で前鼻孔と後鼻孔は互い

に近接し，眼の前縁前方に位置する．前鼻孔はほ

ぼ正円形を呈し，後縁に皮弁を有する．後鼻孔は

背腹方向に長い裂孔状を呈し，皮弁はない．口裂

は小さく，上顎後端は眼の前縁直下に達しない．

上顎は被鱗しない．両顎には絨毛状歯が密生し，

歯帯を形成する．前鰓蓋骨と鰓蓋の後縁はいずれ

も円滑．下顎腹面には左右で 5対の感覚孔が並ぶ．

色彩　生鮮時の色彩―体は一様に灰色がかっ

た銀色を呈し，上部と下部はそれぞれ黄緑色と白

色を帯びる．体側上後部には体側鱗よりも小さい

不明瞭な小黒色斑が散在する．吻端から背鰭前縁

にかけては黒褐色．背鰭，臀鰭，および尾鰭は鶯

色を呈し，それぞれの後縁は黒色．尾鰭基底部に

黒色横帯がある．腹鰭は一様に黒色を呈し，基底

部付近はわずかに黄緑色を帯びる．胸鰭は黒色を

呈し，中央部に白色域がある．胸鰭後縁は黄緑色

がかった半透明．鰓蓋後縁は黒色．瞳孔は青みが

かった黒色を呈し，虹彩は茶色がかった黒色．

分布　日本からインドネシアにかけての西太

平洋に分布する（岸本ほか，1988；岸本，1997; 

Heemstra, 2001；林・萩原，2013）．日本国内にお

いては福井県，岩手県から高知県以布利にかけて

の太平洋沿岸，伊豆諸島，小笠原諸島，大隅諸島，

沖縄諸島，および八重山諸島から報告されており

（岸本ほか，1988；三浦，2012；林・萩原，2013; 

Koeda et al., 2016； 鏑 木，2016; Motomura and 

Harazaki, 2017；木村ほか，2017），本報告により，

鹿児島県大隅半島東岸における分布も確認され

た．

備考　内之浦湾産の標本は，体高が著しく高

く，体長の 92.1%であること，背鰭と臀鰭の基

底部が幅広く被鱗し，棘部と軟条部間に欠刻がな

いこと，両鰭の棘の大部分が皮下に埋没すること，

背鰭棘が後部のものほど長くなることなどが，岸

本ほか（1988）によって定義された Platax属に

同定された．さらに，本標本は眼隔域の前縁が膨

出すること，腹鰭が暗色を呈すること，腹鰭基底

後方に黒色斑を欠くこと，体が一様に銀白色を呈

すること，側線有孔鱗数が 51であることなどが

岸本ほか（1988）や Heemstra (2001)，林・萩原（2013）

によって報告された P. boersiiの標徴とよく一致

したため，本種に同定された．

Platax boersiiを日本から初めて報告したのは石

川・松浦（1897）と思われる．彼らは八重山諸島

から得られた個体（NSMT-P. 713）を Platax teira，

和名を「つばめだひ」として報告した．この個体

はミカヅキツバメウオであることが確認されてい

る（岸本ほか，1988）．

また，「ミカヅキツバメウオ」という和名は檜

山・安田（1971）によって提唱された．彼らはフィ

リピン産の個体の写真を P. teiraとして示すと同

時に新称として上記の和名を提唱した．彼らの示

した個体は幼魚であるが，体側の横帯が全て幅広

いことや，腹鰭が短いこと，尾鰭に黒色横帯がみ

とめられないことなどから，林・萩原（2013）に

おいてツバメウオの和名を与えられている P. 

teiraであると思われる．その後，河野（1982）

は学名は記していないが，西表島に複数のミカヅ

キツバメウオが出現したことを水中写真に基づき

報告した．林（1984）は P. boersiiを P. teiraとして，

その和名をミカヅキツバメウオとして西表島産の

2個体を報告した．日本産ツバメウオ属の和名と

学名の対応関係は岸本ほか（1988）によって整理

され，彼らは P. boersiiに対し和名ミカヅキツバ

メウオを与え，林・萩原（2013）もそれにしたがっ

ており，本研究でも岸本ほか（1988）の対応関係

にしたがった．

ミカヅキツバメウオは岩手県宮古市（Jordan 
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and Fowler, 1902），相模湾（岸本ほか，1988），和

歌山県西牟婁郡白浜町（池田・中坊，2015），土

佐湾（岸本ほか，1988），高知県土佐清水市以布

利（小畑，2001），沖縄諸島伊江島（Senou et al., 

2006），沖縄島中城湾（三浦，2012），八重山諸島

西表島（河野，1982；岸本ほか，1988；岸本，

1997），与那国島（Koeda et al., 2016）など，散発

的ではあるが，日本国内広域から記録されている．

鹿児島県内において，ミカヅキツバメウオの記録

は少なく，大隅諸島からのものに限られ，以下の

事例が報告されている．鏑木（2016）は種子島中

部東岸に位置する中種子町大塩屋港において釣獲

されたミカヅキツバメウオの幼魚 1個体の写真を

報告し，吉野（2008）は屋久島近海の水面直下に

おいて撮影された本種の幼魚の水中写真を報告し

た．Motomura（2017）は屋久島北西岸に位置す

る吉田漁港で得られた 1個体のミカヅキツバメウ

オ（KAUM–I. 41829，体長 62.0 mm）を報告し，

木村ほか（2017）は口永良部島から得られた体長

228.5 mmの本種 1個体（BSKU 64166）を報告した．

したがって，内之浦湾から得られたミカヅキ

ツバメウオの標本は本種の九州沿岸における初め

ての記録となる．ミカヅキツバメウオは著者らに

よる 5年以上にわたる内之浦湾の魚類相調査にお

いても確認されておらず，内之浦湾における本種

の出現は極めて稀なものであると思われる．なお，

沖縄県においてはツバメウオ属魚類を「かー

さー」，「なんばんかーさー」などと称し，食用と

するが（岸本，1997；三浦，2012），内之浦漁港

においてはミカヅキツバメウオと同じツバメウオ

属魚類であるツバメウオが頻繁に水揚げされるも

のの，これらは食用にならず，投棄されることが

ほとんどである（小枝，2018）．本研究において

記載をおこなったミカヅキツバメウオは，水揚げ

当時，ツバメウオと区別されず，出荷されること

なく投棄されていた．

また，ミカヅキツバメウオは本属魚類の中で

は小型種であり，その最大全長は Heemstra (2001)

において，30 cmとされている．最大体長に関し

て明記されている文献は少ないものの，本種 28

個体の形態を詳細に報告した岸本ほか（1988）の

用いた標本の最大体長は 220 mmであるほか，林・

萩原（2013）は本種の最大体長を 25 cmとしてい

る．本研究の記載標本の体長と全長はそれぞれ

270.8 mm，330.0 mmと上記の記録をいずれも上

回り，これまで知られている中では本種の世界最

大の標本であると思われる．
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